育成会だより原稿
福岡ひまわりの里　石井　美紀


福岡ひまわりの里は、基本方針である①利用者の年齢や障がい特性に配慮した支援②専門性の向上と法令遵守に努めた支援③共生社会実現に向けた社会参加の推進、を念頭に、利用者一人ひとりが安心・安全に望む暮らしができるよう施設入所支援・生活介護事業の円滑な運営を推進しています。福岡ひまわりの里は、定員５０名に対して、５０歳以上の利用者が半数を超えました。利用者の加齢に伴う体力の低下や、認知機能の低下などに対して日常の生活の中でのきめ細かい支援・介助がより必要になっています。
健康管理につきましては、常日頃の状態を把握するため、健康観察や血圧測定、体重測定を行い、必要に応じて各病院へ通院を行っています。また、利用者の加齢に伴い通院の頻度も増えています。通院時の移動の安全を考慮して航送での移動も行いました。今後も引き続き、医療機関、看護師、支援員が日々の連携を密にして、緊急時の対応なども含め利用者が健康に過ごせるように努めます。また、身体機能の維持に努めるため、機能回復訓練や、リフレッシュ体操（ラジオ体操や音楽に合わせての手足運動）を日課に取り入れ、体を動かす機会を楽しみながら提供できるようにしました。引き続き、無理なく体を動かせる日課を増やしていきます。
食事については、咀嚼機能・嚥下機能の低下による、誤嚥の危険性が高くなりました。そこで、口腔ケアの必要性・利用者にあった口腔ケアの仕方など、実際に講師の方に福岡ひまわりの里に来ていただき研修をすることで、支援員の意識付け、介護技術の向上に努めました。今後も、利用者一人ひとりの栄養、活動状態、健康状態に着目し、楽しみながらおいしく食事が提供できるよう努め、口腔ケアを行っていきます。
一年をとおして外部講師に研修を依頼し、利用者の加齢に伴う問題点や、今後の高齢化に向けた介護技術の向上・現在の課題などを学ぶことで、職員一人ひとりの意識の向上、課題の共有化ができました。引き続き専門性を高める研修を計画していきます。
利用者の高齢化や、建物・設備の老朽化など課題は多数ありますが、今後の福岡ひまわりの里の在り方を検討していき、福岡ひまわりの里を地域生活支援拠点として活用できるように、法人・保護者とともに計画的に進めていきます。


